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頑張ってます！農地利用最適化推進活動 No.５

　

新
体
制
に
な
り
、
二
年
、
ほ
場
条
件

等
地
域
性
の
似
通
っ
た
豊
岡
地
域
の
北

部
エ
リ
ア
（
田
鶴
野
・
五
荘
・
奈
佐
・

港
地
区
）
区
域
の
推
進
委
員
と
担
当
地

区
の
現
状
、
課
題
等
に
つ
い
て
話
し
合

う
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
各
区
域
が
抱
え
て
い
る
問

題
は
様
々
で
す
。

　

た
だ
、
ど
の
区
域
で
も
目
標
は
同
じ

で
す
。
遊
休
農
地
の
増
加
を
止
め
、
減

少
に
向
け
て
、
各
地
区
の
推
進
委
員
は

知
恵
を
絞
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
し
て
い
る
港
地
区
で
も

農
業
に
関
係
す
る
地
区
は
六
地

区
あ
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
が
主

で
あ
る
地
区
、
ほ
ぼ
地
区
全
域

を
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
湿
地
に
し
、

維
持
管
理
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
農

地
の
維
持
に
は
様
々
な
形
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
の
冬
、
残
る
四
地
区
を
対
象
に
地

元
農
会
の
協
力
を
得
て
、
港
地
区
農
業

の
将
来
に
向
け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
、
反
論
も
あ
り
ま

し
た
が
、
課
題
と
し
て
、
農
家
の
高
齢

化
、
後
継
ぎ
が
い
な
い
、
農
道
・
排
水

路
等
の
施
設
の
維
持
管
理
が
辛
い
な
ど

の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

一
方
で
、
農
地
の
規
模
拡
大
を
望
む
声

も
あ
り
ま
し
た
。

　

個
人
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

地
域
全
体
で
協
力
し
、
高
齢
者
に
優
し

い
、
後
継
者
が
農
業
を
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
少
し
で
も
前
に
進
む

手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
活
動
を

し
て
い
ま
す
。（

推
進
委
員　

絹
本　

實
）

　

弘
道
・
寺
坂
・
福
住
地
区
は
豊
岡
市

の
南
部
に
位
置
し
、
出
石
旧
町
内
か
ら

出
石
川
沿
い
の
但
東
方
面
と
奥
山
川
沿

い
の
地
区
で
、
水
稲
作
付
面
積
は
約
百

九
㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弘
道
地
区
は
、
水
田
が
二
十
一
㌶
あ

り
、
町
分
を
中
心
と
し
た
農
地
と
、
山

間
部
の
農
地
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
水

稲
栽
培
は
六
㌶
と
少
な
く
、
農
家
も
十

人
程
度
と
少
な
く
な
り
、
大
半
の
農
地

が
、
他
地
区
か
ら
の
耕
作
者
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
間
部
の
谷
山
地
区
で
は
、
農
地
の

遊
休
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
近
年
、

一
部
の
農
地
で
ソ
バ
の
作
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。
春
と
秋
に
ソ
バ
の
栽
培
が
行

わ
れ
て
お
り
、
遊
休
農
地
が
解
消
さ
れ

ま
し
た
。

　

寺
坂
地
区
で
は
、
水
田
が
百
一
㌶
あ

り
、
但
東
方
面
に
向
か
う
出
石
川
沿
い

の
地
区
で
、
大
規
模
農
家
を
中
心
に
七

十
七
㌶
で
水
稲
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

中
で
も
大
規
模
区
画
整
理
さ
れ
た
中
川

地
区
で
は
、
水
稲
栽
培
と
転
作
を
区
分

け
し
、農
地
の
集
約
化
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

福
住
地
区
で
は
、水
田
が
四
十
五
㌶

あ
り
、奥
山
川
沿
い
の
地
区
で
は
、山
に

囲
ま
れ
た
小
規
模
農
地
が
多
く
、水
稲

栽
培
は
二
十
六
㌶
、大
規
模
農
家
も
な

く
、高
齢
化
が
進
み
耕
作
放
棄
地
の
解

消
は
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
が
、条
件
の

良
い
農
地
は
、近
隣
の
方
々
に
耕
作
を
依

頼
し
、解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
な

り
、三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、遊
休
農
地
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。小
規
模
区
画
、有
害
鳥

獣
被
害
の
深
刻
な
ほ
場
は
、管
理
が
難

し
く
、引
き
受
け
手
も
少
な
く
な
り
ま

す
。農
家
の
方
々
と
話
し
合
い
、農
地
を

ど
う
守
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
推
進
委
員　

仲
川 

弘
之
）

港
地
区

（
豊
岡
地
域
）

農地の状況

遊休農地を解消して作付したソバ

弘
道
・
福
住
・
寺
坂
地
区

（
出
石
地
域
）

絹本推進委員
港地区

仲川推進委員
弘道・福住・寺坂地区

井谷農業委員
弘道・福住・寺坂地区

高尾農業委員
港地区
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　７月８日、第２回農地利用最適化推進委員会において、市農林水産
課職員を講師に招き、農地利用最適化の推進に向けて、研修会を実施
しました。
　今後、人・農地プランの作成を検討される際は、お近くの農業委員・
農地利用最適化推進委員へご相談ください。

農地パトロールを実施しました。
　7月17日から8月2日にかけて、市内を11班（豊岡北Ａ、豊岡北Ｂ（港地区）、豊岡南Ａ、豊岡南Ｂ、
城崎、竹野、日高東、日高西、出石北、出石南、但東）に分けて農地パトロール（農地利用状況調
査）を行い、昨年、利用意向調査を実施した農地が回答した意向どおりに実施されているか、新たに
発生した遊休農地、解消された農地等の確認を行いました。
　この調査により、耕作されずに遊休農地となっていることが確認された場合は、所有者等に今後の
利用意向を聞き取り、その意向を勘案した利用調整を行う必要がありますが、条件の良い農地でなけ
れば、難しくなってきています。
　また、高齢で耕作をやめられる方や、耕作者がみつからない農地を早めに把握し、次の耕作者につ
なげる農地利用の最適化の活動にも取り組んでいます。
　農地にかかる相談は、地元の農業委員・農地利用最適化推進委員までご相談ください。

農地パトロール出発前の様子農地パトロール実施

人・農地プランに関する
研修会を実施しました！


